
第１週から増加していたインフルエンザの第 6 週の報告数は１，３０４件（定点当り２５．

５７）となり、前週より859件減少しましたが、警報基準値である定点当り３０に近いレベル

にありますので、しばらく注意が必要です。 

インフルエンザは、通常、感染している人のせきやくしゃみ等の飛沫を吸い込むことで感染し

ます。インフルエンザにかからないために、うがい、手洗い、外出時のマスクの着用などを心が

けましょう。健康管理にも忘れずに。 

 

 

 

 

 

平成２１年２月２日（月）～２月８日（日）〔平成２1年第６週〕の感染症発生状況 
第６週で報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ、２）感染性胃腸炎、３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の順となって

います。年明けから増加していたインフルエンザの報告数は減少しましたが、依然として高いレベルにありますので注意が必要
です。Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の報告数が前週の約１．５倍に増加していますので、今後の発生動向には注意が必要です。 

発行 川崎市健康福祉局疾病対策課・衛生研究所・各区保健福祉センター（保健所） 

インフルエンザ発生状況（３年間）
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感染性胃腸炎発生状況（３年間）
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【感染症発生動向調査事業から】 
  
 
 

  

       

 

 

 

  

 

  

     

                   

今、何の病気が流行しているか！ 

第６週報告数第１位 

麻しん・風しんの定期予防接種（１期～４期）のお知らせ 

・１歳の誕生日を迎えた方は、麻しん・風しんの予防接種を忘れずに受けましょう。（第１期） 
※公費負担で予防接種が受けられるのは１歳から２歳未満です。 

・平成２１年４月に小学校入学予定の方は、麻しん・風しんの予防接種を受けられます（第２期）。 
・平成２０年４月１日より、５年間の期限付きで中学１年生相当年齢（第３期）と高校３年生相当
年齢（第４期）の方を対象にした麻しん・風しんの定期予防接種が始っています。 
 

 

第６週報告数第２位 

インフルエンザ報告数減少！でも、まだまだ油断は禁物 
 

今年度２～４期対象の方がワクチン接種を公費負担で受けられるのは 

平成２１年３月３１日までです。

♪♪♪ せきエチケットしてますか？ ♪♪♪ 
 

せきをするときは、人から離れ、 

口や鼻をティッシュやハンカチで押さえるようにして、 

ウイルス等が飛散しないように心がけましょう。  

 《あとで手洗いも忘れずに！》 

しぶきは２ｍも

飛びますよ！ 


